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論 文 内 容 の 要 旨
こ こに提 出す る博 士 論 文 「ヘ ーゲ ル と ドイ ッ ・ロマ ン主 義 」 は、 ヘ ーゲ ル哲 学 の形 成 過 程 を
ドィ ッ ・ロマ ン主 義 との関 係 を軸 に して 考 察 す る こ とを課 題 と して い る。
ヘ ーゲ ル を ロマ ン主 義 者 と見 なす か、 あ る い は ロマ ン主 義 の批 判 者 と見 な す か、 哲 学 史 で も
評 価 が分 か れ る し、 ま た これ まで様 々 に議 論 され て きた と ころで もあ る。 しか しこの よ うな二
者 択 一 の議 論 は、 初 期 思 想 か ら哲学 体 系 の 確立 に ま で至 る ヘ ーゲ ル 哲学 の動 的 な形 成 過 程 を無
視 した もの で あ る。 ヘ ー ゲ ル の哲 学 は、 一 八世 紀 末 の ドイ ツ にお け るく ロマ ン主 義 的傾 向〉 と
もい うべ き時 代 思 潮 の な かで 形 成 され なが ら、 時代 の変 転 の なか で ロマ ン主義 か ら快 を分 か ち、
自 らの哲 学体 系 を構 築 して い った と考 え る こ とが で き る。 言 い換 え れ ば 、 へ 一 ゲ ル は 自 らの 哲
学体 系 を、 自 らの 内 な る ロマ ン主 義 との格 闘 を バ ネ に して こそ構 築 す る こ とが で きた とい う こ
とで もあ る。
ヘ ー ゲ ル は これ ま で そ の哲 学 の 「体 系 性 」 に よって特徴 づ け られ、 その壮大 な哲 学体 系 に よ っ
て近 寄 りが た い相 貌 を も って読 者 の前 に立 ち現 れ て きた。 しか しこの哲 学 的 巨人 も、 ロマ ン主
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義 との 関 係 と い う文 脈 の 中 で は、 青 年 時 代 の思 想 形 成 に お い て、 そ して 体 系 期 に至 って もな お
そ の 素 顔 を垣 間 見 せ る。 そ れ ほ ど まで に ロマ ン主義 は、 ヘ ーゲ ルの哲学 形成 の過 程 に深 く関 わ っ
て い た と いえ よ う。
本 論 文 の 課題 は、 哲学 的 巨人 に まで成 長 して ゆ くヘ ー ゲ ル の実 像 を、 ドイ ッ ・ロマ ン主 義 と
の 関 わ り を通 して 、 と りわ け彼 が青 年 時 代 を共 に過 ご した ヘ ン ダー リンや シ ェ リン グ との関 わ
りを 軸 に して 、 思 想 形 成 期 か ら哲学 体 系 の構 築 に至 る哲 学 的道 程 の プ ロセ ス の な かで 浮 か び上
が らせ る こと に あ る。 そ こで 本 論文 が一 貫 して 問題 にす る の は、 一 八 世 紀 末 の ロマ ン主 義 発 酵
の 時 代 の な か で 、 ヘ ー ゲ ルが そ の 思想 的雰 囲 気 を呼 吸 しな が ら初 期 思 想 を いか に形 成 して い っ
た か、 いっ の 時 期 か らロマ ン主 義 との距 離 を 自覚 しそ れ か ら分 離 して い っ たの か、 そ して 『精
神 現 象 学 』(一 八 〇 七 年)に お い て なぜ ヘ ーゲ ル は ロマ ン主 義 とそ の 哲 学 的 支 柱 と して の シ ェ
リン グ哲 学 と決 定 的 に対 決 す る に至 った の か、 そ して そ の よ うな批 判 的 対 決 と前 後 して彼 独 自
の哲 学 体 系 を いか に して 構築 して い った か とい う こ とで あ る。
本 論 文 は、 六 章 か ら成 り立 って い る。 各章 の標 題 に は、 へ 一 ゲ ルが ドイ ッ ・ロマ ン主 義 と切
り結 ん だ キ ー ワ ー ド(「愛 」 「無 限 性」 「生 命 」 「精 神 」 「絶 対 者 」 「共 同 性」)を 選 び 、 そ れ ぞ れ
の テ ー マか らア プ ロー チす る。 各 章 の要 旨 は以 下 の通 りで あ る。
「第 一 章 愛 」 は、 ヘ ー ゲ ルが 初 期 の 思想 形 成 期 に た ど っ た 「愛 」 の概 念 の変 容 過 程 を、 当
時 の ロマ ン主 義 的 な 「愛 」 の思 想 、 と くにヘ ル ダー リンの 「合 一 」思 想 との 関係 を踏 ま え な が
ら論 じる。 一 八 世 紀 末 の ドイ ツは い まだ封 建 的 な 因習 が 強 く、 「愛 」 の 感 情 が 封 建 的 な制 度 か
ら自己 の解 放 を もた らす 力 に な る と考 え られ た。 ヘ ー ゲ ル は もと もと宗教 的 な 観 点 か ら 「愛 」
にっ い て語 り始 め、 そ の方 向 は 「神 の愛 」 を説 教 す る当 時 の 既 成 の教 会 に対 して 、 愛 を 「心 」
で 感 じる こ とので き る 「民 衆 宗 教 」 の構 想 へ と向 か って い た。 この よ うな愛 の感 情 へ の傾 斜 に
は、 テ ユ ー ビ ンゲ ン神 学 校 で ヘル ダ ー リ ンや シ ェ リング等 と読 ん だ ヤ コ ー ビの 「ロマ ー ン」 が
影響 して い る。 ヘ ー ゲ ル の宗教 構 想 は、 当時 普 及 しつつ あ っ た近 代 的 な恋 愛 、 す な わ ち ロマ ン
テ ィ ック ・ラヴ の風 潮 に も刺 激 され て、 人 間 的 な愛 の感 情 を称 揚 す る 「愛 の ロマ ンテ ィシ ズム」
と もい うべ き方 向 を示 し始 め る。 その方 向 を推 進 した の は、 フ ラ ンク フル トで復 活 した神 学 校
時 代 の 旧友 ヘ ル ダー リン との親 交 で あ る。 彼 は 『ヒュペ ー リオ ン』 第 一 部 で、 根 源 的 自然 との
合 一 と重 ね合 わせ て 理 想 の女 性 デ ィオ テ ィー マ へ の愛 を描 き、 そ の 「合一 」 思 想 に よ って へ ご
ゲ ル に少 な か らぬ影 響 を及 ぼす こ と にな る。 デ ィオ テ ィー マの モ デ ル とな った ズ ゼ ッテ とヘ ル
ダ ー リン との愛 は、 人 間 的 な愛 の姿 と して ヘ ー ゲ ル の フ ラ ンク フル ト時代 の断 片 「愛 」 に も投
影 され て い る。 そ れ と同時 に、 当 時 ヘ ーゲ ル 自身 が体 験 した妹 の友 人 ナ ネ ッテ との恋 愛 もま た
この断 片 の な か に影 を落 と して お り、 そ の 体 験 に基 づ い た ロマ ンテ ィ ックな愛 の記 述 が見 られ
一175一
る。
しか しヘ ル ダ ー リ ンの、 そ して ヘ ー ゲ ル 自身 の恋 愛 の挫 折 に よ って、 愛 につ い て の考 察 は リ
ァ ル にな って ゆ く。 こ う して 「愛 の ロマ ンテ ィシ ズ ム」 は 「愛 の リア リズ ム」 の方 向へ と変 容
す る。 ヘ ー ゲ ル は、 ロマ ンテ ィ ックな愛 の感 情 の背 後 に、 財 産 所 有 や そ の独 占的 な支 配 とい う
物 的 な関 係 を見 て、 そ こ に人 間 の エ ゴイ ズ ムを洞 察 す る。 フ ラ ンク フ ル ト時 代 を主 導 して き た
「愛 の ロマ ンテ ィ シズ ム」 は こ こに終 息 して、 その 後 ヘ ーゲ ル が愛 を語 る場 面 は、 極 め て 限 定
され る こ とに な る。 イ ェー ナ に移 住 す る前後 に 「愛 」 の テ ー マ は消 え て、 そ れ に代 わ って 「生
命」 が主 導 的 な概 念 と して浮 上 す る。
「第 二 章 無 限 性 」 は、 一 八 世 紀後 半 の ドイ ツ にお け る宗 教 状 況 を時 代 背 景 に して、 ヘ ー ゲ
ルの初 期 宗 教 構 想 が いか に形 成 され変 容 して い った か を、 「敬 凄主 義 」 の系 譜 や 「汎 神論 論 争」
に よ って 復 活 した ス ピノ ザ汎 神 論 との 関 わ りを軸 に して考 察 す る。 そ の際 、 ヤ コー ビの有 限性
の立 場 に立 っ た主 観 主 義 的 な信 仰 「感 情 」 にた い す る批 判 と、 ス ピノザ の 汎 神 論 的 な 「無 限実
体」 と して の 「神 」 概 念 の豪 容 の経 緯 が 考察 の主 眼 とな る。
一八 世 紀 末 に至 る ドイ ッで は既 成 の キ リス ト教 に対 して、 啓 蒙 主 義 的 な 理 性 宗 教 や 「感 情 」
の うちで 神 を信 仰 す る敬 慶 主 義 な どが新 た な宗教 潮流 を作 って い た。 そ こに ヤ コー ビが 火 付 け
役 に な って 「汎 神論 論 争 」 が 起 こ り、 ス ピノザ の神 が復活 す る。 テ ユー ビンゲ ン神 学校 で ヤ コー
ビの 『ス ピ ノザ の教 説 につ いて』 を通 して、 若 い ヘ ー ゲ ルや ヘ ル ダ ー リ ン は ス ピ ノ ザ に触 れ 、
と りわ け シ ェ リ ング はそ の 汎 神論 思 想(「 神 す な わ ち 自然 」)に 染 ま る。 ヘ ー ゲ ル は ベ ル ン時 代
か らフ ラ ンク フル ト時 代 にか けて 「民 衆 宗教 」 の構 想 を温 め て きた が、 そ れ は既 成 の権 威(客
体)に 陥 っ た キ リス ト教 に対 して、 民 衆 が生 き生 き と参 入 す る こ との で き る主 体 的 宗 教 で な け
れば な らな か った。 そ の構 想 に加 え て ヘ ーゲ ル は、 フ ラ ンク フル ト時 代 最 後 の 「一 八 ○ ○ 年 体
系 断片 」 で 、 汎 神 論 の影 響 を うか が わせ る 「無 限 生 命」 と して の 「神 」 を構 想 す る。 そ こ に は
シェ リング の 「自然 哲 学 」 が 受 容 した ス ピノ ザ汎神 論 の影 響 を見 て取 る こ とが で き る。 シ ェ リ
ングの勧 めで イ ェ ー ナ に移 住 したヘ ー ゲル は、 シ ェ リン グ と共 同で 『哲学 批判 雑 誌』 を編 集 し、
論 文 「信 仰 と知 」 で ス ピノ ザ汎 神論 に疑義 を呈 す るヤ コー ビに批 判 の 矛先 を 向 け る ことに な る。
シェ リングが 展 開 し始 め た 「同一 哲 学 」 の 「絶対 者 」 の立 場 に立 って 、 ヘ ー ゲ ル はヤ コ ー ビの
「主 観性 の原 理 」 を批 判 す る。 そ れ に よる とヤ コ ー ビの 「信 の哲 学 」 は、 個 人 の 内 面 的 な 「感
情」 にお け る神 「信 仰 」 と感覚 的 な 「確信」 を説 い て、 有 限 な人 間 の 「個 体 性 」 を 絶 対 化 し、
無 限性 に対 立 す る。 これ に対 して ヘ ーゲ ル は、 ス ピノザ の く 実体 と して の 神〉 の うち に 「真 の
無 限性」 を見 よ う とす る。 そ の無 限 性 とは、 有 限 な もの を排 除 す るの で はな く、 それ を包 摂 す
る 「真 の 無 限性 」 す な わ ち 「無 限 と有限 との同 一 性」 に他 な らな い。
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また経験主義 的な実在論 の立場 に立っヤ コー ビは、 因果律 の理解 において も感覚的 に経験可
能 な実在性 の領域 に議論 を限定 して、 ス ピノザを批判 す る。 ヤ コー ビによれば、実在論 の立場
か ら見 るとスピノザの 「根拠律」 は経験的 に確証 される ことのない観念世界 に属 してお り、時
間 的な継起 を欠 いている とい うことにな る。 したが ってヤ コー ビにと って ス ピノザの実 体 は、
時 間的継起 とい う有限性 の契機 を欠 いた単な る抽象 で しかない。 ヘーゲルによると この ヤコー
ビの議論 は、有 限な主観性 に固執 して、 「無限性」 を経験的な レヴェルか らしか見 て いな い こ
とにな る。 しか し、 ス ピノザ的 な 「無限性」 の立場 に立つ ヤ コー ビ批判で、 すべて問題が解 決
す るわけではない。す なわち無限 な神(実 体)と の合一 に有限 な人間が いか に して主体 的 に参
入 で きるか とい う問題 は未だ解決 されて はいない。 その問題 の解決 は 『精神現 象学』 へ と持 ち
越 され、「意識 の経験」 を媒介 とす る〈実体 の主体化〉 というテーマへ とつ なが ってゆ く。
「第 三 章 生 命 」 は、 ドイ ッ ・ロマ ン主 義 を特 徴 づ け るキ ー ワ ー ドの一 っ で あ る 「生 命」 を
取 り上 げ、 そ の概 念 を 中心 に据 え た ロマ ン主 義 的 な 「自然 哲 学 」 の 特 徴 を明 らか にす る と と も
に、 そ の影 響 下 に形 成 さ れ た ヘ ー ゲ ルの 「自然哲 学 」 構 想 の展 開 過 程 を、 フ ラ ンク フル ト時 代
の 「生 命 」 概 念 か らイ ェー ナ大 学 で の 「自然哲 学 」 講 義 草 稿 の うち に考 察 す る。
近 代 科 学 の 自然 観 か ら 自然 の根 源 で あ る 「生 命」 へ 回帰 す る ロマ ン主 義 的 な 傾 向 の な か で 、
一 八 世 紀 末 に シ ェ リ ングや バ ー ダー は 「生 命 」概 念 を 中軸 に据 え た 「自然 哲 学 」 を形 成 す る。
彼 らに共 通 す るモ チ ー フ は、 近 代 哲 学 に見 られ る 「自我 」 中心 主 義 に対 して 「自然」 を根 源 と
す る こ と、 近 代 科 学 に支 配 的 な 「機 械 論 」 的 自然観 か ら脱 却 して 「有 機 体論 」 的 な 自然観 を 提
示 す る こ と、 そ して 「生 命=有 機 体 」 の うち に精 神 と 自然 との統 一 とい う哲学 的 課題 の解 決 を
求 め る こ とで あ る。
へ 一 ゲ ル の 「生 命 」 概 念 は まず 、 人 間 が 敵対 して きた 自然 との和 解 と精 神 の 癒 しと い う宗 教
的 な文 脈 の なか で構 想 さ れ た。 しか し、 シ ェ リ ングの 「自然 哲 学 」 か ら決 定 的 な イ ンパ ク トを
受 け て執 筆 した 「一 八 ○ ○ 年 体 系 断 片」 は、 「生 命 」 論 の 自然 哲 学 的 方 向 へ の 転 換 を示 し始 め
る。 この断 片 の 中 で 「生 命 あ る もの」 は、 無 限 に多様 な個 体 と生 命 の有 機 的全 体 との 関係 と し
て 考 察 さ れ る。 この 「生 命 」 理 解 は、 シ ェ リ ングの 『自然 哲 学 体 系 の第 一 構 想 』(一 七 九 九年)
の なか に見 られ、 生 命 の 「個 別 的 所 産」 が 無 限 な 「産 出 的活 動 性 」 と して の 「普 遍 的 有 機 体 」
の 内 で統 一 的 に捉 え られ て い る。 この よ うな 自邑産 出 す る有 機 体 の概 念 は、 シ ェ リングが 自 ら
の 「自然 哲 学 」 を 「自然 学 の ス ピノザ主 義」 と名 付 け て い る よ うに、 ス ピノザ の 「産 出 す る 自
然(natUranatUranS)」とい う汎 神 論 思 想 に基 づ い た もので あ る。 ヘ ーゲ ル のく 有 限 な生 命 の
無 限 な生 命 へ の高 揚 〉 とい うテ ー ゼ に は、 シ ェ リ ングの汎 神 論 的 な 「自然哲 学 」 か らの イ ンパ
ク トが、 そ して そ の背 景 と して ス ピノザ 汎 神 論 が認 め られ る。 同 時 に、 無 限 な生 命 へ と高 揚 す
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る 「有限 な生命」 の うちに、ヘ ーゲルが主体 的な契機 を想定 して いた と考 え る こと もで きる。
フランクフル トか らイェー ナに移 ってヘーゲルが最初 に公刊 した 『フィヒテ とシェ リングの
哲学体系の差異』 は、 シェ リングの 「絶対者」 の立 場か らフ ィヒテの 自我哲 学を批判 した もの
である。 ヘーゲル は確 かに シェ リングの 「絶対者」 の立場 に立 っていなが らも、 しか しシェ リ
ングの 「同一哲学」 におけ るよ うな非同一性を排 除す る 「無差別」 は主張 していない。 む しろ
ヘーゲルは、 シェ リングが 「絶対者」 の本質 を同一律 で捉 えるの に対 して、 「同一 性 と非 同一
性 との同一性」 とい う矛盾論理 を打ち出す。 シェ リングの 「同一哲学 」が 自然 と精神 を無差 別
化す るのに対 して、 ヘーゲルは自然 と精神 を区別 した上で、 自然の内在 的な運動 によ って精 神
へ と連続的 に発展す る というように両者 を統一 づ けるのであ る。 こう してヘーゲルの哲学体 系
の構想のなかで、「自然哲学」 は 「精 神哲学」 の前提 としての独 自の位 置づ けを得 る こと にな
る。
イェーナ大学 にお ける 「自然哲学」講義 は一八〇三/〇 四年の冬学 期か ら開講 され、一 八〇
五/〇 六年 の冬学期 に至 るまで三回行われた。 その講義のための 「自然哲 学」草稿が三種 残存
し、そ こにヘーゲルの 「自然哲学」構想 の推移を みることがで きる。最初 の講 義草稿 は シェ リ
ングの 「自然哲学」 の枠組 みの うちにあるが、翌年 か ら独 自の論理 によ って有機 的 自然全体 が
「自己」 へ と至 る目的論 的運動 として把握 される。 とりわ けこの運動 を特徴 づ ける の は、 自然
のなか の対立 的契機 を媒介 として普遍的な統一へ止揚す るとい う論理 であ る。 そのよ うな 自然
の運動 を介 して 「精神」 が生成す るという論理 は、 自然 と精 神 との絶対 的同一 性、す なわ ち無
差別 を前提 とす る シェ リングの立場 と対照的で ある。 こう して姿 を現 したヘーゲルの 「思 弁哲
学 の体系」 は、 シェ リングの 「同一哲学」か ら分 岐 してゆ くことになる。
イェーナ 「自然哲学 」講義草稿の内容 は、一八〇五年か ら書 き始め られ た 『精神現 象学』 の
中にも応用 されて いる。例 えば 「自己意識」 の章 で 「生命」が主題化 され、生命 を食 い尽 くそ
うとす る欲望が逆 に生命 の 自立性を思 い知 らされ て、生 命を 自己意識 と して承認 す るに至 る と
いう経緯 が描かれてい る。 ここには人間精神 もまた自然生命 の中か ら生成 す るとい う 「自然哲
学」 の基本構想が生 か されている。 とりわけロマ ン主義批判 を展開す る 「序文」 で は、 シェ リ
ングに追随す るロマ ン主義者 たちの 「自然哲学」 の 「形式主義」が批判 され る。 その批 判 は、
「同一哲学」 によ って生 命力を失 った シェ リング自身の 自然哲学 に も向 け られて い る。 この よ
うな形式主 義 に対 してヘーゲルは真理 に至 るための 「学的認 識」 の方 法 を対 置 し、 「対 象 の生
命 に身を委ね る」認識方法を要求す る。真理 に至 る弁証 法的過程 が植物 の成長過 程 にた とえ ら
れ、 ここに も自然生命 のイメー ジが応用されて いる。
「第 四章 精 神 」 は、 ヘ ー ゲ ルが ロマ ン主義 に た い す る全 面 的 な批 判 を 開 始 した 『精 神 現 象
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学 』 を 中心 に して、 そ の批 判 に至 っ た経 緯 と批 判 の論 点 を、 当時 の イ ェ ー ナ にお け る思想 状 況
を 踏 ま え て解 明 す る。 ヘ ー ゲ ルが 移 住 した 頃 の イ ェー ナ は、 ロマ ン主 義 の運 動 が 絶頂 期 を過 ぎ
よ うと して は い た もの の、 依 然 と して 時 代 思 潮 と して の影 響 力 を失 っ て は いな か っ た。 当 初 は
フ ィ ヒテ の 「自我 哲 学 」 を支 持 して いた ロマ ン主 義 グル ー プ も、 「自然 哲 学 」 か ら 「同一 哲 学 」
へ と進 展 す る シ ェ リ ング哲学 に乗 り換 え て い た。 ヘ ー ゲ ル は当 初 、 『フ ィ ヒテ ζ シ ェ リ ン グの
哲 学 体 系 の差 異 』(一 八 ○ 一 年)に お い て、 シ ェ リングの 「絶 対 者 」 の 立 場 か ら フ ィ ヒ テ の 自
我 哲 学 を 批 判 し、 ま た 「信 仰 と知 」(一 八 〇 二 年)で は、 と りわ け ヤ コ ー ビの 主 観 主 義 的 な
「感 情 の哲 学 」 を批 判 した。
しか しシ ェ リングが 一 八 〇 三 年 に イ ェー ナ を去 ってか らは、 ヘ ーゲ ル は 自 らの 哲学 体 系 の構
築 に向 か う。 一 八 〇 四 年 以 降 の 「思 弁 哲 学 の体 系 」 講 義 か ら次 第 に シ ェ リ ング哲 学 の影 響 を脱
し、 そ して つ い に 『精 神 現象 学』 によ って ロマ ン主 義 と シ ェ リングに対 す る全 面 的 な批 判 を 開
始 す る に至 る。 『精 神 現 象 学 』 は意 識 の諸 形 態 を段 階 的 に た ど りっっ 、 そ れ らを ヘ ー ゲ ル の 現
在 に まで 至 る精 神 の 歴 史 の な か に批 判 的 に位 置 づ け る。 と りわ け 「精 神」 章 の最 後 に登 場 す る
ドイ ッの精 神 世 界 で は、 ヤ コー ビや シ ュ ライ エ ル マ ッハ ー、 ノ ヴ ァー リスな どに共 通 す る ロマ
ン主 義 的 な意 識 形 態 が 批 判 的 に描 か れ る。 そ の論 点 は、 ロ マ ン主 義 的 な意 識 が 「感 情 」 の う ち
に個 人 の 内面 性 を 基 づ けな が ら、 そ れ が あ た か も普 遍 的 な もの で あ るか の よ うに主 張 す る独 断
的 な主 観 主 義 を 明 らか にす る こ とに あ る。
この よ うな本 文 で の論 述 に続 い て、 最 後 に書 か れ た 「序 文 」 で は ロマ ン主 義 と シ ェ リン グ哲
学 に対 す る批 判 が 全 面 的 に展 開 され る。 と りわ け シェ リングの 「同一 哲 学 」 に対 して は、 そ の
中心 的位 置 を 占め る 「絶 対 者 」 につ い て 「空 虚 さ め深 淵 」 とか 「す べ て の 牛 が 黒 くな る闇 夜 」
とい う言 葉 に よ って、 そ の無 内容 さを論 難 す る。 「絶 対 者 」 を捉 え る は ず の シ ェ リ ン グの 「知
的 直観 」 は、 「絶 対 者 」 の外 部 に止 ま って いて 、 そ の 内容 を具 体 的 に把 握 す る こ と はで き な い
と され 弓。 「絶 対 者 」 は 「実 体 」 と して で は な くて 「主 体 」 と して も把 握 され な け れ ば な らな
い とい うヘ ー ゲ ル の論 理 に は、 静 止 的 な実 体 を 「意 識 の 経験 」 を媒 介 と して生 動 化 し主 体 に転
化 しよ う とす る戦 略 が あ る。
「第 五 章 絶 対 者 」 は、 ヘ ー ゲ ル が 『精 神 現 象 学 』 序 文 で と りわ け シ ェ リング哲 学 に対 す る
全 面 的 な 批判 に至 っ た背景 に、両 者 の 間 に顕 在 化 して くる ス ピノザ 汎神 論 に た い す る理 解 の相
違 を考 察 す る。 そ の た め に、 シ ェ リン グの 「自然 哲 学 」 が どの よ うな モ チ ー フを も って ス ピノ
ザ汎 神 論 を受 容 し、 「自然 哲 学 」 か ら 「同 一 哲学 」 へ の進 展 に お いて そ れ が ど の よ うに 変 容 さ
せ られ た の か 、 そ して その よ うな シ ェ リ ング哲 学 の方 位 が いか に して ヘ ー ゲ ル との決 定 的 な決
裂 に 至 っ たか を 跡 づ け る こ とを課 題 とす る。
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「汎神 論 論 争」 に よ る ス ピ ノザ の復 活 に よ って、ヘ ーゲ ル とシェ リングは青年 時 代 に〈 ヘ ン ・
カ イ ・パ ー ン〉 と い う汎神 論 思 想 を共 有 した。 と りわ け シ ェ リ ングの哲 学 形 成 過 程 に ス ピノ ザ
は一 貫 して影 響 を与 え、 フ ィ ヒテ の 「自我 哲学 」 に傾 倒 した と きで も 「汎 神 論 」 が並 立 して い
る。 しか しシ ェ リン グ は 「自我 哲 学 」 か ら離脱 しス ピノ ザ汎 神 論 へ重 心 を移 動 す る こ とに よ っ
て、 「生 命=有 機 体 」 概念 を 中軸 に した 「自然 哲学 」 を形 成 す る。 そ こ に は ス ピ ノ ザ 汎 神 論 の
自然 主 義 的 な側 面 が顕 著 に見 られ る。 と ころが 「産 出す る 自然 」 と い う汎 神 論 的原 理 を強 調 す
る こ とに よ って、 再 び 自然 と 自我 の並 行 論 にぶ つ か って しま う。
そ の克 服 を 図 ろ う とす るの が 「同 一 哲 学 」 で あ るが、 そ こ に も また ス ピノ ザ哲 学 の影 響 が 引
き続 き認 め られ る。 「同 一 哲 学 」 は ス ピノザ の 「神 」 を 「絶 対 者 」 と読 み 換 え て 、 そ れ を 自我
と 自然 、 主 観 と客 観 の 「絶 対 的 同一 性 」 とす る。 差 別 を含 ま な い絶 対 的 同一 性 と して の 「絶 対
者 」 を、 シ ェ リン グ はス ピノ ザ の 「無 限 実 体」 と して の神 と重 ね 合 わ せ て い る。 「絶 対 者 」 を
中軸 に据 え た 「同一 哲 学 」 は、 ス ピノ ザ汎 神論 の実 体 主 義 的 な 側面 を受 容 して い る。 こ う して
「自然 哲 学 」 か ら 「同一 哲 学 」 へ の移 行 は、 ス ピノザ受 容 とい う点 で一 貫 して い な が ら、 実 は
自然主 義 か ら実体 主 義 へ の変 容 を伴 って い たの で あ る。
ヘ ーゲ ル は シ ェ リ ングの 「自然 哲 学 」 の影響 下 に、 〈 産 出 す る 自然〉 とい うス ピ ノザ汎 神 論
の 自然主 義 的 側 面 を受 容 した。 イ ェ ー ナで は当初 、 シェ リングの 「絶 対 者」 の立 場 に立 ったが、
しか しヘ ーゲ ル はそ の 「無 差 別 」 の観 点 を受 け入 れ て はいな い。 シェ リングの 「絶 対 者」 はA=
Aと い う同一 律 に よ って 「無 差 別 」 と特 徴 づ け られ る。 これ に対 して ヘ ー ゲ ル は、 「絶 対 者 」
を む しろ 「同一 性 と非 同一 性 との同 一 性 」 とい う矛 盾 構造 にお い て捉 え、 絶 対 者 の うち に否 定
的 な契 機 を認 め て い る。 『精 神 現象 学 』 序 文 にお い て打 ち 出 され た シ ェ リン グ批 判 は 、 同 一 律
に よ って根 拠 づ け られ る 「絶 対 者」 が 固定 的 な実 体 と して、 運 動 を欠 いて い る こ と に向 け られ
る。 そ の こ とは 同時 に、 シェ リングの 「絶 対 者 」 の 背景 を な す ス ピノ ザ のく 実 体 と して の 神 〉
そ の もの に対 す る批 判 に も行 き着 く。 こ う してヘ ーゲ ル と シ ェ リング との哲 学 体 系 の決 定 的 な
差 異 が、 ス ピノ ザ の実 体 と して の神 を め ぐ る理 解 の 違 い に よ って顕 在 化 す る。 ス ピノザ の 無 限
実 体 と して の 「神 」 とそ れ に依 拠 す る シ ェ リ ング の 「絶 対 者 」 は、 『精 神 現 象 学 」 に お い て
「経 験 す る意 識 」 を媒 介 と した実 体 の主 体 化 と して生 動 化 され な け けば な ら な か っ た 。 こ う し
て ヘ ー ゲ ル は、 シ ェ リング の 「同一 哲 学 」 との批 判 的格 闘 に よ って、 「自然 哲 学 」 か ら 「精 神
哲 学 」 へ と連 続 的 に展 開 す る独 自の 「思弁 哲 学 の体 系」 を構 築 しえ た ので あ る。
「第六 章 共同性」 は、個体を原理 にす る近代 的な社会契約論 に対抗 して現 れた ロマ ン主義
の 「国家=有 機体」論の特徴を明 らか に し、その ロマ ン主義的な国家論 にたいす るヘーゲルの
関 わ りと批判的論点、 およびそ こか ら導 き出され るヘーゲルの 「市民社会」論 の現代 的意 味を
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考察す る。
社会契約論 に基づ くホ ッブズの 「国家」論 は、「各人 の各人 にたいす る戦争 状 態」 を統制 す
る人工的な機械=国 家(「 リヴァイァサ ン」)として構想 され た。 しか しそれ は個体主義 を原理
に して いるために、社 会的共 同性 をア トミズムへ と還元す る結果 となった。 この よ うな社会契
約論 に対 して、共同性の回復を志 向す るロマ ン主義 的な社会理論が現れ ることになる。一八世
紀 末の ドイッにお いて、 ヘルダー リン ・シェ リング ・ヘーゲ ルによって起 草 され た ドイッ観念
論 の初期構想 を表現す る網領的文書 「ドイツ観念論最古 の体系 プログラム」 は、 「人 間の作 品」
で ある人 工的国家(契 約国家)を 「機械」 として特徴づ け、「自由な人間 を機 械 的 な歯 車装 置
と して扱 う」 よ うな 「国家=機 械」 は廃止 されるべ きで あるとす る。 しか しそれに代 わ る新 た
な国家 はまだ具体的 に構想 されて はいない。
ロマ ン主義 は社会契約論を批判 して、近代国家 の成立す る以前の共 同体 へ と立 ち帰 ろ うとす
る。 そ こには、根源的な 自然を表 す ロマ ン主義的 な 「有機体」概念が国家構想 にも投影 され る。
例 えば ノヴ ァー リスが近代的な契約 国家 に代 えて 「国家家族 」を考えた ように、 国家 は諸個 人
の感情 的結合 によって成 り立 っ有機 的全体性 として構想 され る。 ロマ ン主義 の 「国家=有 機体」
論 を具体 的 に展開 したの は、 アダム ・ミュラーで ある。彼 は中世的な同業組合 であ るッンフ ト
を廃止 して マニュフ ァクチ ャーを推 進 しようとす るプ ロイセ ン帝国の近 代化 改革 を批 判 して、
前近 代的な身分制 に国家 の基礎 を見いだそ うとす る。 なかで も第二身分の貴族 は、土地所有 に
よ って国民的統合 に相応 しいとされ る一方、第三身分 の商工業者 につ いて は、 ツ ンフ トにおけ
るような親方 ・職人 ・徒弟 の間の人 格的な関係 の復活が期待 され る。 国家 のあ り方 に も人格 的
な配慮(隣 人愛)を 根本原理 と した 「有機 的結合」が求 め られ、利 己的な欲求 は健康 な有機体
のバ ラ ンスを崩す病気の よ うに、 国家に とって障害 になると批判 され るのであ る。
ミュラーが プロイセ ン帝 国を追放 されて七年後 にベ ル リ ン大学 に招聰 され たへ 一ゲ ル は、
「国家=有 機体」論 に対抗す る 「市 民社 会」論 を打 ち出 した。 ヘーゲル は 『精 神現 象学 』 のな
かで、 ア ンチ ゴネー悲劇 を素材 に して家族 と国家 の非和解 的対立 の構 図を描 いたが、 ベル リン
時代 の 『法の哲学』 で は、 「市民社 会」 を家族 と国家 を区別 しかつ媒介 す る位 置 に据 え る。 家
族 が 「愛」 とい う感情 に よって結合 しているのに対 して、市 民社 会 は自立 した個人 間の相互 承
認 によ って成 り立っ とされ る。家族 は互 いに依存 し合いなが らも、 しか しその成員 を 自立 した
個人 として市民社会 に送 り出す。一方、近代国家 はこのよ うな市民社会 を基盤 に してお り、 ロ
マ ン主義 の ように感情 を基礎 にす る家族 とその まま融合する ことはない。 ヘーゲルは市民社会
の組織 と して とりわけ 「職業 団体」 に重要 な意味を担わせ、成員 はそれぞれの自分の目的に従 っ
て労働 しなが ら、 同時 に普遍的 な目的 に も関与 す ると している。彼が この よ うに職業 団体 に普
遍 的な 目的を求 め るのは、 ミュラーの称揚す る同業組合 「ッ ンフ ト」の閉鎖性 と対照 させ るた
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めであ る。職業 団体 が排他 的 にな るのを防 ぐため に、ヘーゲルは国家 に職業団体 に対す る監督
機能 を担 わせ る。 こう して国家 は、市民社会を基礎 に してい る点 で個人 の主体 性 を認 めつ っ・
同時 に国家 としての 「実体 的な統一」 を保持す るとされ るのである。国家 にお ける自由は、個
人間 の相互的 な共 同性 の うちで実現す るとされ る。
このよ うな観点 か ら現代社会 を考えて みると、個人 が共 同性 を実感で きるような社会 のあ り
方、す なわ ち市民が強制 される ことな く自由 に活動 で きる自治的 な共同社会 が求 め られ て しか
るべ きで ある。 このよ うに組織 され る共同社 会のあ り方 は、家族 のあ り方 に も逆 に投影 され る
べ きであろ う。相互承認 を原理 とす るヘーゲルの市民社会 の論理 は、人格的 自立性 とそれ を基
礎 に した相互的 な コ ミュニケー ションによ って、現代家族 に生 じている諸問題 に も解決 の糸 口
を与 える ことになる であろ う。 その意味でヘ ーゲルの市民社会 の論理 は現代的 な有効性 を有 し
ていると考え る ことがで きる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ヘ ーゲ ル 哲学 の形 成 史 は、 これ まで ドイ ッ観 念 論 の流 れ の な か で語 られ る こ とが多 か ったが、
本 論 文 は、 よ り広範 な視 点 か ら、 ヘ ー ゲ ル を ドイ ツ ・ロマ ン主 義 の精 神風 土 の なか に持 ち込 み、
ロ マ ン主 義 思 潮 との 関 わ り も とで、 ヘ ー ゲ ル の思 想 形 成 期 か ら体 系構 築 期 へ の 哲 学 の歩 み を再
検 討 しよ う と試 み る もの で あ る。 そ の 際 に、 ヘ ーゲ ルが ロマ ン主 義 を受 容 しっ っ これ と対 決 し
た局面 と して、 「愛 」、 「無 限 性 」、 「生 命 」、 「精 神 」、 「絶 対 者 」 そ して 「共 同 体 」 の六 っ の 切 り
口を設 定 し、 そ れ ぞ れ の哲 学 的 な主 題 の も とに論 述 を展 開 して い く点 で、 歴 史 的 な 観 点 と体 系
的 な観 点 とが巧 み に接 合 され た構 成 に な って い る。
第一 章 「愛 」 に お い て は、 ヘ ー ゲ ル が特 に ヤ コ ー ビとヘ ル ダー リンか ら学 ん だ 愛 の思 想 に基
づ いて、 従 前 の既 成 宗 教 の語 る神 の愛 か ら人 間 的 な情 感 と して の愛 へ と、 称 揚 す る愛 の 内容 を
変 え て い く こ とに よ り、 「民 衆 宗教 」 の思 想 を実 らせ て い く一 方 で、 ロ マ ンテ ィ ッ ク な 愛 の 限
界 の指 摘 と、 所 有 や支 配 とい う愛 の リア リズ ム の側 面 へ の 注 目 と に よ って、 ロ マ ン主 義 の超 克
が はか られ る に至.る経 緯 が述 べ られ て い る。 そ して 、 体 系期 の ヘ ーゲ ル に と って、愛 の問題 は、
自然 哲 学 の 「生 命 」 論 と社 会 哲 学 の 「相 互 承 認 」 論 へ と、 内実 を変 え て発 展 して い く こ とが 見
届 け られ る。
第 二 章 「無 限 性 」 は、 ヘ ー ゲ ル の初 期 宗 教 思想 にお いて ス ピ ノザ の汎 神 論 が 果 た した役 割 を
考 察 の 中心 とす る。 個 人 の 内面 に神 の顕 現 を見 るヤ コ ー ビ らの ロマ ン主 義 の 傾 向 の も とで生 じ
た汎神 論 論 争 の 中 で、 ヘ ー ゲ ル が シェ リ ング と と もに ス ピノザ の汎 神 論 を受 容 し、 ヤ コー ビ批
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判 に傾 くいきさっを 目撃 しなが ら、 ここで は、ヘーゲルの 「真無限」 の概 念や、実体 か ら 「精
神」 への主 体化の問題 な どの、哲学上 の話題 も論 じられ る。
第三章 「生 命」 で は、 フランクフル ト期か らイェーナ期へ のヘーゲルの 「自然哲学」 構想 の
発展 のプ ロセ スに、有機 的生命 に基礎を置 くロマ ン主義の自然観の影響を探 り、同時に、イェー
ナ期 の 自然哲学 の形成 の中で、 自然の働 きに精神 へ と展開 して い く運動 の契機 を認 めて、精神
と自然 との無差別 的同一性 を説 くシェ リングの同一哲学 の超克 をはか ろうとす る意 図の芽生 え
た ことを、確認す る。
第四章 「精神」 にお いて は、ヘーゲルが移転 してきた当時の イェーナの ロマ ン主義 の状況 が
詳述 され、 その状況下で へ一ゲルが シェ リングの同一哲学 に同調 しつつ フィヒテの 自我哲学 と
ヤコー ビの感情哲学を批判 した経緯 が述 べ られる。 そ して、 シェ リングの去 った後 のイェーナ
で、 ヘ ーゲ ルが ロマ ン主義神学者 シュ ライエルマ ッハ ーとの対決 を通 し、他者 を媒介 と した外
化の論理 を形成 して、 体系構築 の第一歩 たる 『精神現象学』 を書 き上 げ るに至 る過程が見 て取
られ る。
第五章 「絶対者」 は、 ヘーゲルが シェ リングの同一哲学 を批判す る背後 に、両者の ス ピノザ
の汎神論 の受容 の仕方 に相違 のあ った ことを論述す る。 すなわち、 シェ リングのス ピノザ受容
は、有機 的生命 を中軸 とした ロマ ン主義的発想 の枠内での能産 的自然 の汎神論の強調 にとどま
るが、 ヘーゲルはス ピノザの実体 と しての神 に 「同一性 と非 同一性 との同一性」 という矛盾構
造 を持 ち込 み、 内部 に運動 の原理 を有す る精神 と しての実体 を求 めて、 自然哲学か ら精神哲学
へ と展開す る独 自の思弁哲学 の体系を構築 す ることにな った、 とい う。
第六章 「共同体」で は、 まず ホ ッブズ流 の機械 モデルの国家論 に対 す るロマ ン主義 の有機体
的国家論 の典型 として アダム ・ミュラーの国家思想が詳 しく紹介 され、 その社会思想史 的な意
義が強調 され る。 と同時 に、そ う した ロマ ン主義 の国家論 に家族 と国家 の分裂 を見 たヘーゲル
が、新 た に 「市民社 会」論を打 ち出 して、家族 との媒介項 を もっ国家 の在 り方 を求 め、 ロマ ン
主義 の共同体論 を も乗 り越えてい く姿 が描 き出され る。 そ して、最後 に論者 はヘーゲルの説 く
市民社 会論 の中 に現代社会 に生 じてい るい くつ かの間題の解決の鍵 を求 めている。
本論 文 は、以上 の ように、 当初 は シェ リングと ともに客観 的 ロマ ン主義 の立場か うヤ コー ビ
の ような主観的 ロマ ン主義 を批判 す ることによって哲学界 に登場 したヘーゲルが、やがて ロマ
ン主義 総体 を批判 す ることによって独 自の哲学体系を築 き上 げた過程 を解 明す る もので あ る。
ロマ ン主 義の諸主題 を章立 てに選 んで論述が進む ために、史 的な展開 と して は時 に叙述が前後
した り繰 り返 しが生 じた りす る煩 わ しさが認め られ はする ものの、 ロマ ン主義 の太 い筋を通 し
た論述 は重厚かつ明快で、従来 の理解 に加 える多 くの新知見 を含 み、ヘ ーゲル研 究 とロマ ン主
義研究 とに寄与 す るところが極 めて大 きい。
一183一
よって、本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分 の資格が ある ものと認
め られ る。
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